
課  題
•  リモート・コントロールによる確実な PC電源のオン /オフ
•  PC電源の投入失敗と障害発生状況の早期検知
•  PCの障害発生時における的確な切り分けと対応

ソリューション
•  インテル® Core™ i5 vPro™ プロセッサー搭載デスクトップ PC
•  PC運用管理アプリケーション「瞬快」（株式会社富士通四国システムズ）

導入効果
•  管理者の負荷軽減と授業時間の効率的な活用の実現
•  授業開始時の確実な電源オンとWindows*ログオンによる充実した教育環境の確立
•  確実な電源のシャットダウンによるセキュリティー向上と省電力効果の実現

導入事例
インテル® vPro™ テクノロジー
インテル® vPro™ テクノロジー搭載 PCの導入

始業時までにすべての生徒用 PCを 
確実に起動させる 
運用管理機能の必要性

1978年に全日制普通科高校として設立され
た千葉県立津田沼高等学校（以下、津田沼
高校）。千葉県では音楽コースを併設した唯
一の公立高校です。1年次に全員が 普通科
に入学した後、2年次から音楽コース、文系
コース、理系コースに分かれ、それぞれに用
意されたカリキュラムに沿って学習します。「情
報 A」の授業は全コースの生徒が 3年次に受
講。コンピューター教室で生徒 1人ひとりが
PCを利用して情報教育を学んでいます。

コンピューター教室の PC管理は、情報 Aの
授業を受け持つ 2人の教員が担当。インテル® 
vPro™ テクノロジー搭載 PCが導入される以
前の 2010年の夏までは、毎朝 8時 30分
に管理者がコンピューター教室まで出向き、
管理者用の PCからパケットを一斉送信する
Wake on LAN（WOL）によって、生徒用の PC
を起動していました。しかし、生徒用の PCか
らネットワーク・ケーブルや電源ケーブルが抜
けていると、WOLでは起動しません。さらに
WOLでは、管理者用の PCから電源の投入状
況の確認ができず、始業時に初めて起動して
いないPCの存在に気がつくこともありました。

導入しているソフトウェアの仕様上、PCの電
源をオンにしてからWindows*が起動するま
でに 5分程度の時間を要することから、授業
の開始時点で PCが起動していないと授業の
開始が遅れ、授業に支障をきたすことになり
ます。50分間の限られた時間の中で、約 5
分間のロスは教育サービスの低下にもつな
がりかねません。

リモート・コントロールによる 
電源管理と障害検知時の 
適切な対応を実現

そこで津田沼高校は、PCのリース切れに伴う
リプレースを機に、インテル® vPro™ テクノロ
ジー搭載 PCを導入しました。情報教育を担
当する森弘之教諭は、採用のポイントを次の
ように語ります。

「リモート・コントロールにより、コンピュー
ター教室まで出向くことなく指定した時間に
生徒用 PCの電源をオンにできることから管
理効率の向上が実現し、授業に影響をおよ
ぼすことがなくなると思いました。また、教員
室の管理用 PCから、電源の投入状況が確
認できるので、ケーブルの抜けなどが原因で
PCが起動していない場合でも、素早く対処
することができます」。
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インテル® vPro™ テクノロジーの高度な電源管理機能により
学校のコンピューター教室で利用する42台のPC電源を確実に投入
リモートでPC電源の投入状況を監視し、障害時の早期対応を実現
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リモートでPCの電源をオン /オフする機能は、
インテル® vPro™ テクノロジーが標準搭載す
るインテル® アクティブ・マネジメント・テクノロ
ジー（インテル® AMT）によるもので、ハードウェ
ア的に電源をコントロールできます。そのた
め、従来の WOLと比べて確実性が高く、さら
に PCが起動しなかった時の原因特定も容易
です。2009年度にインテル® vPro™ テクノロ
ジー搭載 PCを校務用コンピューターとして、
千葉県教育庁に納入した東日本電信電話株
式会社 千葉支店によると、PCの電源がオン
できなければ、電源ケーブルやネットワーク・
ケーブルの抜けが原因、通電していても PC
が正常に起動しなければマザーボードなどの
故障、正常に起動しても PCの操作自体が不
能であればハードディスクの故障と、素早く障
害の切り分けができ、修理業者への連絡がス
ムーズになると言います。

管理者の負担を軽減すると同時に 
情報教育のクオリティーを大幅に向上

津田沼高校では、2010年夏にインテル® 
Core ™ i5 vPro ™ プロセッサー搭載のデスク
トップ PCを、生徒用と教員用合わせて42台
導入。さらに、PCの運用管理アプリケーション
として、インテル® vPro™ テクノロジーに対応
した「瞬快」（富士通四国システムズ製）を導
入し、42台の PCを一括管理しています。

現在は、1時間目が始まる8時 45分までに、
管理者が教員室の管理用 PCからリモートで
コンピューター教室のコンピューターをすべ
て起動し、Windows*のログオンまで完了さ
せています。森教諭は、「すべての PCが授業
開始前までにWindows*ログオンまで完了
していることで、授業をすぐに開始でき、教育
サービスの向上に注力できるようになりまし
た」と強調します。

「情報 A」の授業は月曜から金曜まで毎日行わ
れ、授業がない時間帯は電源をオフにし、必
要な時にオンにする管理体制で運用。さらに、
スケジュール管理機能によって 19時で自動
的にシャットダウンする設定にし、電源の落とし
忘れによって生じるセキュリティー・リスクの解
消や、電力消費の削減に対応しています。

このように、インテル® vPro™ テクノロジー搭
載 PCの導入で、津田沼高校のコンピュー
ター教室における管理者の負担は大幅に軽
減されました。「毎日 PCを使う環境下では、
ケーブルを誤って抜いてしまうトラブルが高
頻度で発生します。そのほかにも、PCやディ
スクの障害に関する不安が常につきまといま
す。今回、インテル® vPro™ テクノロジー搭載
PCの導入で、トラブルの原因を特定しやすく
なったことは、管理者にとって大きな成果で
す」と森教諭は導入効果を語ります。

PC起動の自動化と 
障害検知やログ出力の機能に期待

津田沼高校では、インテル® vPro™ テクノロ
ジー搭載 PCの導入から現在まで大きな障害
は発生しておらず、森教諭は「現在の運用管
理体制に満足しています」と語ります。将来的
には、管理者の体調不良や急な出張などで
PCの管理ができない状況の発生に備えて、
PC起動の自動化に取り組む構想です。また、
インテル® vPro™ テクノロジーに関しても、さ
らなる期待を寄せています。

森教諭は、「障害検知やログ出力の機能が追
加されれば、業務の効率化がより進むでしょ
う。そのほかにも、祝日や長期休暇を加味し
た自動化の機能や、キーボードやマウスなど
PCと接続する機器のケーブル抜けの検知機
能にも期待しています」と語ります。

インテル® vPro™ テクノロジーは、世界に向け
て広く情報発信する人材の育成を目指す、津
田沼高校の教育を今後も継続して支えてい
きます。

インテル® vPro™ テクノロジーに関す
る詳しい情報は、下記のサイトをご覧
ください。
http://www.intel.co.jp/jp/go/vpro/ 

ハードウェア・ベースの運用管理機能により
リモートから電源のオン /オフを確実にコントロールする
インテル® vPro™ テクノロジー
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